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１日コ ー ス

広く深く考えてアウトプットする
ロジカルシンキング研修65

１日研修 160,000～200,000円 （税別）

9:00～17:00 【12:00～13:00を除く】　※ ご相談に応じます。

テキスト使用1,500～2,000円／冊 （税別）

１． ニーズや現状をつかむ
　(1) 正しく把握する
　(2) 伝達のための典型的な視点

◇ ペアワーク・発表 ◇
「 はじめに何を伝えるか 」

◇ ペアワーク・発表 ◇
「 論理の飛躍・不足を修正する 」

◇ グループワーク・発表 ◇
「 ナンバリング・ラベリング 」

◇ 総合演習 ◇
「 他者の業務の紹介 」

◇ グループワーク・発表 ◇
「 政策課題を発展・深耕させる 」

◇ グループワーク・発表 ◇
「 ブレインストーミング＋ＫＪ法 」

　自治体は今、多様化するニーズの的確な分析や、地域住民に対する説明責任を強く求められています。そのため自治

体職員は、それぞれの立場で論理的に分析・説明する力を身に付ける必要性に迫られています。また、内部に目を向けれ

ば、庁内においても自分たちの考えを相互に論理的に分析・説明する能力が向上すれば、組織の生産性が高まります。

　この研修では、論理的思考を身に付けることによって、正しく事態を分析し、広く深く考え、分かりやすく伝える論理的

コミュニケーションスキルを身に付けます。こうしたスキルの向上は、様々な課題の発見や解決にもつながり、ひいては

政策形成能力の習得にもつながります。

研修のねらい

■ 相手のニーズや現状の問題点など、考えるべき内容を正しく分析できるようになります。

■ 把握した方向に沿って、実際に広く深くしっかりと考えられるようになります。

■ 考えたことを、地域住民や上司・同僚・部下に分かりやすく伝達できるようになります。

3． 根拠を添えて考える“深い思考”
　(1) トゥールミンモデル

4． 筋道を追って考える“広く深い思考”
　(1) リンクマップ
　(2) 情報を説明する際のポイント

5． 分かりやすく伝える
　(1) 人が「分かる」仕組み
　(2) 総合演習の解説

※ 下記の内容は一例です。ご要望にあわせてカリキュラムをご提案いたします。

２． モレ・ダブりなく考える“広い思考”
　(1) ミッシー（ＭＥＣＥ）
　(2) ナンバリング・ラベリング
　(3) ブレインストーミング・ＫＪ法
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66 職場でカイゼンをしたくなる
Ｋ Ａ Ｉ Ｚ Ｅ Ｎ 研修

１日研修 160,000～200,000円 （税別）　２日間インターバル研修 320,000～400,000円 （税別）

9:00～17:00 【12:00～13:00を除く】　※ ご相談に応じます。

テキスト使用1,500～2,000円／冊 （税別）

１． 不断に求められる改善
　(1) 地方自治体を取り巻く環境
　(2) 改善と改革の違い

２． 業務改善の基本
　(1) 業務改善とは
　(2) ムダ、ムリ、ムラの撲滅

3． 問題の本質
　(1) 問題とは何か
　(2) 問題と課題

8． 担当職務の改善案の発表

4． 業務改善の着眼点
　(1) 問題発見のポイント
　(2) 自職場の問題発見

5． 業務改善力の向上
　(1) さまざまな改善手法
　(2) 過去の改善事例から学ぶ

6． 業務改善案の策定
　(1) システム思考とは
　(2) 自職場の改善案策定

7． まとめ

10． まとめ

9． 業務改善の推進と定着に向けて
　(1) 改善改革の阻害要因
　(2) 健全な組織文化の醸成
　(3) 組織で取り組む改善

◇ 実  習 ◇
「 担当職務の改善事例 」

◇ グループワーク ◇

◇ 個人演習 ◇

　民間企業は、トヨタ自動車のＫＡＩＺＥＮの言葉に代表されるように顧客ニーズに合わせて、より良いサービスを提供す
るために生き残りをかけてしのぎを削っています。それらの商品やサービスの進化（改善）と毎日接し、住民は知らず知
らずのうちに、改善を当たり前のこととして受け止めています。そのため住民のニーズは、ますます多様化、複雑化、高
度化していきます。地方自治体が供給する公的サービスに対する見方も日々厳しくなってきており、不断の改善が求め
られています。
　この研修では、「ＫＡＩＺＥＮ」のための様々な思考方法と具体的手法を学ぶとともに、自身の業務の具体的な改善策を
考え、その改善演習を通して、概念化能力、分析力、発想力、問題解決力の向上をめざします。

研修のねらい

■ 地方自治体を取り巻く環境を概観し、業務改善の必要性を再認識します。

■ 業務改善を推進するための知識と技術を体得することができます。

■ 担当職務の改善実習を行い、実際の職場で改善ができるようになります。

※ 下記の内容は一例です。ご要望にあわせてカリキュラムをご提案いたします。

係長主査主任主事

・ グループ内での個人の改善案の発表と相互評価
・ グループ内での好事例の選定と更なる改良
・ グループ代表者による好事例発表
・ 講師コメント
・ 全体講評
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